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今
回
を
も
っ
て
、
一
旦
こ
の
連
載
を
休
む
こ
と
に
す
る
。
 
 
 

い
つ
こ
め
駄
文
を
終
わ
り
に
し
よ
う
か
と
考
え
て
い
た
の
だ
が
、
ご
く
 
 

稀
な
が
ら
面
白
が
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
た
の
で
、
こ
こ
ま
で
続
い
て
し
 
 

ま
っ
た
。
と
り
わ
け
、
年
に
一
・
二
度
立
ち
寄
ら
せ
て
い
た
だ
く
と
常
に
 
 

有
意
義
な
お
話
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
る
、
神
田
・
神
保
町
K
出
版
の
尊
敬
 
 

す
る
Y
社
長
は
、
「
論
文
は
と
も
か
く
、
あ
の
文
章
は
ま
だ
で
す
か
。
」
（
御
 
 

本
人
は
そ
ん
な
こ
と
は
言
わ
な
い
と
否
定
な
さ
る
）
な
ど
と
催
促
し
て
く
 
 

だ
さ
っ
た
。
こ
れ
も
き
っ
と
励
ま
し
だ
っ
た
の
だ
。
 
 

①
『
角
川
古
語
大
辞
典
』
の
広
告
（
毎
日
新
聞
朝
刊
、
一
九
九
九
・
六
・
こ
 
 

●
「
4
0
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
つ
い
に
完
成
！
新
し
き
古
語
の
原
典
こ
こ
 
 
 

に
誕
生
。
」
 
 

「
原
典
」
は
、
「
引
用
・
翻
訳
・
改
作
な
ど
の
も
と
に
な
っ
た
書
物
↑
 
 
 

（
膚
林
㌘
）
三
藷
棒
大
漢
和
辞
典
㌔
漢
語
大
詞
典
』
に
は
見
え
な
い
。
 
 
 

辞
典
は
、
原
典
に
基
づ
い
て
語
嚢
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
解
釈
・
説
明
を
 
 
 

加
え
た
も
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
古
語
の
原
典
」
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
 
 

現
代
言
葉
遣
い
小
考
（
六
）
 
 

－
国
語
を
教
え
る
者
の
自
戒
の
た
め
に
－
 
 

内
容
は
「
現
在
望
み
得
る
古
語
大
辞
典
の
極
み
」
だ
そ
う
だ
。
 
 

②
細
野
不
二
彦
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ェ
イ
ク
6
 
五
爪
の
龍
』
（
小
学
館
ビ
ッ
 
 
 

グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
一
九
九
大
・
一
）
 
 

●
一
四
四
貢
「
小
姑
〓
‥
お
酒
お
酒
。
」
 
 
 

上
海
の
骨
董
品
店
主
が
、
バ
ー
の
若
い
女
性
に
向
か
っ
て
言
っ
た
せ
 
 
 

り
ふ
。
 

ル
ビ
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
「
小
娘
」
の
間
違
い
。
一
三
三
頁
「
巨
大
 
 
 

な
組
識
力
」
は
誤
植
。
一
六
七
貫
、
人
民
解
放
事
大
佐
の
名
前
「
湯
裕
」
 
 
 

に
「
タ
ン
ジ
ュ
ウ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
の
は
、
せ
め
て
「
タ
ン
ユ
ィ
」
 
 
 

と
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
膚
八
巻
の
四
七
頁
の
「
出
々
宗
覚
」
に
「
と
 
 
 

つ
と
つ
そ
う
か
く
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
る
の
は
、
漢
字
の
ほ
う
が
「
咄
 
 
 

咄
」
で
な
い
と
い
け
な
い
。
箱
書
の
絵
に
は
そ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
 
 
 

第
1
3
巻
一
五
一
貫
「
け
ん
け
ん
が
く
が
く
L
は
、
「
か
ん
か
ん
が
く
が
く
」
 
 
 

の
、
同
じ
く
一
六
八
貫
、
レ
ク
チ
ャ
ー
と
ル
ビ
が
撮
っ
て
あ
る
「
詩
議
」
 
 
 

は
、
「
講
義
」
の
誤
り
。
第
1
4
巻
三
一
貫
「
社
行
辞
令
」
も
明
ら
か
な
 
 
 

ミ
ス
。
と
は
い
え
こ
の
漫
画
、
ゼ
ミ
の
学
生
に
勧
め
ら
れ
て
読
み
始
め
 
 

後
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た
ら
な
か
な
か
や
め
ら
れ
ず
、
に
わ
か
美
術
・
骨
董
商
に
な
っ
た
気
分
。
 
 
 

同
じ
作
者
の
 
『
リ
ザ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
リ
ー
ズ
』
仝
二
巻
も
、
つ
い
で
 
 
 

に
読
ん
で
し
ま
っ
た
。
 
 

③
「
風
鈴
」
（
毎
日
新
聞
夕
刊
「
憂
楽
帳
」
一
九
九
九
・
六
・
一
四
）
 
 

●
「
（
仏
領
マ
ル
チ
ニ
ー
ク
島
は
）
 
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
と
パ
リ
風
コ
ー
ヒ
ー
 
 
 

が
飲
め
る
唯
一
の
カ
リ
ブ
の
島
と
い
う
の
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
だ
。
」
 
 

意
味
を
考
え
れ
ば
す
ぐ
に
分
か
る
と
は
い
え
、
こ
れ
で
は
フ
ラ
ン
ス
 
 
 

パ
ン
も
飲
め
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
は
な
い
か
。
述
語
を
節
約
す
 
 
 

る
た
め
な
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
も
し
ば
し
ば
日
に
す
 
 
 

る
よ
う
に
な
っ
た
。
 
 

④
『
中
学
国
語
2
』
 
（
教
育
出
版
、
一
九
九
人
二
・
二
〇
発
行
）
 
 

●
一
五
三
頁
「
武
陵
の
漁
師
が
あ
る
日
、
漁
に
出
て
谷
川
を
逆
上
っ
て
い
 
 
 

く
う
ち
、
迷
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
」
 
 

「
桃
花
源
」
 
の
始
め
に
近
い
二
郎
。
原
文
で
は
、
「
武
陵
人
、
捕
魚
 
 
 

為
業
。
縁
渓
行
、
忘
路
之
遠
近
。
」
（
武
陵
の
人
、
魚
を
揃
う
る
を
業
と
 
 
 

為
す
。
渓
に
縁
う
て
行
き
、
路
の
遠
近
を
忘
る
。
）
に
相
応
す
る
部
分
。
 
 
 

生
徒
た
ち
は
「
さ
か
あ
が
っ
て
」
と
読
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。
以
前
に
も
 
 
 

書
い
た
よ
う
に
「
潮
る
」
ま
た
は
「
遡
る
」
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
 
 
 

こ
れ
ら
が
常
用
漢
字
で
は
な
い
の
で
使
え
な
い
と
い
う
の
な
ら
、
平
仮
 
 
 

名
に
す
る
べ
き
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
念
の
た
め
に
と
思
っ
て
『
辞
林
2
1
』
 
 
 

を
引
く
と
、
「
さ
か
の
ぼ
・
る
【
逆
上
る
・
遡
る
】
（
動
五
）
」
と
あ
る
。
 
 
 

こ
の
表
記
は
容
認
さ
れ
た
の
だ
ろ
、
つ
か
。
コ
ピ
ー
を
送
っ
て
く
れ
た
卒
 
 
 

業
生
の
Ⅰ
・
H
さ
ん
の
手
紙
に
は
、
「
教
科
書
会
社
に
電
話
す
る
の
も
 
 
 

面
倒
で
、
毎
年
、
『
教
科
書
も
、
こ
ん
な
ま
ち
が
い
を
す
る
ん
だ
ね
～
』
 
 
 

と
生
徒
に
教
え
て
き
ま
し
た
。
」
と
言
う
。
筆
者
の
ワ
ー
プ
ロ
は
「
さ
 
 
 

か
の
ほ
る
」
と
し
て
変
換
キ
ー
を
押
す
と
「
遡
る
」
「
潮
る
」
は
出
て
 
 
 

く
る
が
、
「
逆
上
る
」
は
出
て
土
な
い
。
教
科
書
の
文
章
は
、
「
漁
師
は
困
っ
 
 
 

て
あ
ち
こ
ち
へ
と
船
を
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
思
い
が
け
ず
桃
の
林
に
 
 
 

で
く
わ
し
ま
し
た
。
」
と
続
く
。
漁
師
は
谷
川
に
そ
っ
て
船
を
進
め
て
 
 
 

い
っ
た
の
だ
か
ら
一
本
道
二
本
川
？
）
で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
「
あ
 
 
 

ち
こ
ち
へ
」
と
い
う
の
も
何
や
ら
お
か
し
い
。
 
 

そ
の
後
、
日
本
語
学
の
B
先
生
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
『
現
代
国
語
表
 
 
 

記
辞
典
』
 
（
三
省
堂
、
八
五
・
九
）
を
示
さ
れ
た
。
こ
れ
に
も
「
さ
か
 
 
 

の
ほ
る
」
の
項
に
、
「
逆
上
る
 
川
の
水
が
逆
上
る
」
と
あ
り
、
参
照
 
 
 

項
目
と
し
て
「
さ
か
の
は
る
〔
遡
る
〕
川
（
時
代
）
－
を
さ
か
の
ぼ
る
 
 
 

過
去
（
根
本
）
 
1
に
さ
か
の
ぼ
る
」
と
あ
っ
て
、
「
遡
る
」
に
は
常
 
 
 

用
漢
字
表
外
の
漢
字
で
あ
る
む
ね
の
記
号
（
▲
）
 
が
付
さ
れ
、
「
潮
は
 
 
 

異
体
字
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
説
明
も
、
川
（
の
永
）
が
 
 
 

逆
流
す
る
場
合
に
は
、
「
逆
上
る
」
を
用
い
、
（
人
や
船
が
）
川
を
上
流
 
 
 

に
向
か
っ
て
ゆ
く
場
合
に
は
「
遡
る
」
 
（
書
く
と
き
に
は
平
仮
名
）
を
 
 
 

用
い
る
と
い
っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
ど
う
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
 
 
 

い
つ
か
ら
「
逆
上
る
」
と
い
う
表
記
が
用
い
ら
れ
だ
し
た
の
か
調
べ
る
 
 
 

必
要
が
あ
り
そ
う
だ
。
 
 

⑤
「
食
卓
の
王
様
 
サ
ク
ラ
ン
ボ
」
（
N
H
K
テ
レ
ビ
、
一
九
九
九
・
六
・
 
 
 

二
五
、
夜
一
〇
時
半
こ
ろ
）
 
 

●
「
う
わ
あ
ー
、
ジ
ュ
ズ
な
り
。
」
 
 
 

巨
大
な
ハ
ウ
ス
の
中
で
、
み
ご
と
に
実
を
つ
け
た
サ
ク
ラ
ン
ボ
を
見
 
 
 

て
、
進
行
役
の
ジ
ュ
デ
ィ
ー
・
オ
ン
グ
が
発
し
た
言
葉
。
「
鈴
な
り
」
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と
「
数
珠
つ
な
ぎ
」
を
混
合
し
た
み
ご
と
な
新
造
語
？
 
 

⑥
↓
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト
」
（
ラ
ジ
オ
深
夜
便
、
N
H
K
ラ
 
 
 

ジ
オ
、
「
九
九
九
・
七
・
七
、
深
夜
零
時
半
こ
ろ
）
 
 

●
「
救
急
車
の
出
動
を
要
請
す
る
電
話
が
百
二
十
三
ツ
ウ
か
か
っ
た
。
」
 
 

山
崎
コ
ウ
セ
イ
と
い
う
レ
ポ
ー
タ
ー
の
報
告
。
こ
の
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
 
 
 

ク
は
三
十
八
皮
を
越
え
る
今
世
紀
最
高
の
気
温
を
記
録
し
た
と
の
こ
 
 
 

と
。
電
話
の
回
数
を
数
え
る
の
に
、
ツ
ウ
（
通
？
）
と
言
う
だ
ろ
う
か
。
 
 
 

通
話
と
混
同
し
た
か
。
こ
の
レ
ポ
ー
タ
ー
は
、
「
き
し
く
も
」
（
奇
し
く
も
。
 
 
 

「
斉
し
は
、
不
思
議
だ
、
奇
異
だ
の
意
」
）
「
か
っ
て
」
（
嘗
て
）
と
も
言
っ
 
 
 

て
い
た
。
「
ア
メ
リ
カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
」
と
言
っ
た
時
に
は
、
聞
き
手
 
 
 

の
女
性
ア
ナ
も
さ
す
が
に
不
適
切
な
表
現
だ
と
判
断
し
た
ら
し
く
、
「
ア
 
 
 

メ
リ
カ
先
住
民
で
す
ね
」
と
、
言
い
直
し
て
い
た
。
 
 

⑦
駒
田
信
二
『
漢
字
読
み
書
き
ば
な
し
』
（
文
春
文
庫
、
一
九
九
四
・
一
一
）
 
 

●
九
七
頁
「
始
め
処
女
の
如
く
な
れ
ば
、
散
人
戸
を
開
く
。
後
に
脱
兎
の
 
 
 

如
く
な
れ
ば
、
敵
拒
ぐ
も
及
ば
ず
。
（
始
如
処
女
、
敵
人
開
戸
。
後
如
 
 
 

脱
兎
、
敵
不
及
拒
。
）
」
 
 

「
始
め
は
処
女
の
如
く
」
と
題
す
る
エ
ッ
セ
ー
の
末
尾
に
引
用
さ
れ
 
 
 

た
『
孫
子
』
九
地
篇
の
一
節
。
こ
の
言
葉
を
新
聞
の
コ
ラ
ム
が
誤
っ
た
 
 
 

意
味
で
用
い
て
い
る
、
と
い
う
の
だ
。
し
か
し
、
些
細
な
こ
と
の
よ
う
 
 
 

だ
が
「
「
敵
拒
ぐ
も
及
ば
ず
」
は
、
「
敵
拒
ぐ
に
及
ば
ず
」
（
敵
は
防
い
 
 
 

で
い
る
ゆ
と
り
も
な
い
）
と
読
ん
で
ほ
し
い
。
「
敵
拒
ぐ
も
及
ば
ず
」
 
 
 

な
ら
ば
、
原
文
は
「
敵
拒
〔
而
〕
不
及
」
と
な
る
は
ず
で
、
こ
れ
で
は
せ
っ
 
 
 

か
く
原
文
を
引
用
し
た
意
味
が
な
い
。
 
 

⑧
佐
藤
達
郎
「
後
漠
の
献
帝
」
（
「
し
に
か
」
一
九
九
九
・
七
）
 
 

●
三
一
貫
「
（
献
帝
は
）
漠
王
朝
の
最
期
に
ふ
さ
わ
し
い
名
君
と
い
え
よ
 
 
 

う
0
」
 
 
二
八
頁
に
は
「
漠
王
朝
の
残
映
を
担
い
つ
つ
王
朝
に
最
後
の
幕
を
引
 
 
 

い
た
献
帝
」
と
あ
る
。
「
最
後
」
と
「
最
期
」
の
使
い
分
け
に
つ
い
て
、
 
 
 

後
者
は
人
の
死
を
い
う
も
の
だ
と
漠
然
と
考
え
て
い
た
。
『
辞
林
2
1
』
は
、
 
 
 

「
【
最
後
】
①
物
事
の
」
番
お
し
ま
い
。
…
…
」
「
【
最
期
】
死
に
ぎ
わ
。
 
 
 

臨
終
。
末
期
。
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
、
『
諸
棒
大
漢
和
辞
典
』
の
「
最
後
」
 
 
 

を
見
る
と
、
「
①
い
ち
ば
ん
あ
と
。
事
物
の
終
り
。
最
終
。
〔
漢
書
、
張
 
 
 

爵
伝
〕
最
後
出
而
尊
貴
。
②
命
の
終
る
時
。
死
に
ぎ
は
。
最
期
の
②
に
 
 
 

同
じ
。
〔
太
平
記
、
二
十
こ
抑
最
後
の
一
念
に
依
て
。
」
と
あ
り
、
「
最
 
 
 

期
」
の
ほ
う
に
は
、
「
①
最
後
の
時
。
を
は
り
。
は
て
。
〔
宇
治
物
語
、
 
 
 

三
僚
殿
発
向
〕
②
命
の
終
る
時
。
い
ま
は
の
き
は
。
ま
つ
ご
」
臨
終
。
〔
狭
 
 
 

衣
、
三
上
〕
 
こ
の
尼
君
の
最
期
に
逢
ひ
侍
ら
む
ず
れ
ば
。
」
と
あ
る
。
 
 
 

す
る
と
、
わ
が
国
の
古
典
に
お
い
て
は
、
最
期
と
最
後
を
区
別
し
て
こ
 
 
 

な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
『
漢
語
大
詞
典
』
に
は
、
「
最
後
」
 
 
 

は
あ
っ
て
も
「
最
期
」
一
は
な
い
。
 
 

⑨
細
野
不
二
彦
『
マ
マ
』
 
（
小
学
館
ヤ
ン
グ
サ
ン
デ
ー
コ
ミ
ッ
ク
ス
、
一
 
 
 

九
八
八
・
一
一
）
 
 

●
二
〇
一
貫
「
さ
り
げ
で
／
（
香
水
を
）
 
つ
け
て
く
る
と
こ
ろ
な
ん
か
／
 
 
 

さ
っ
す
が
／
床
屋
の
息
子
だ
ね
」
 
 

「
な
に
げ
な
ぐ
」
を
「
な
に
げ
に
」
と
言
う
例
に
つ
い
て
は
す
で
に
 
 
 

述
べ
た
。
こ
れ
は
高
校
三
年
生
同
士
の
会
話
。
「
さ
り
げ
な
く
」
も
、
 
 
 

こ
の
よ
う
に
言
う
の
だ
。
し
か
も
こ
の
香
水
を
「
香
水
を
つ
け
て
い
る
」
 
 
 

と
は
言
わ
ず
に
、
「
や
っ
ぱ
香
水
し
て
る
う
」
と
言
う
と
こ
ろ
が
現
代
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高
校
生
的
で
あ
る
。
一
九
七
九
年
に
デ
ビ
ュ
ー
し
た
作
者
の
細
野
不
二
 
 
 

彦
は
、
高
校
生
の
言
葉
遣
い
を
か
な
り
勉
強
？
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
 
 

⑲
鈴
木
虎
雄
『
中
国
戦
乱
詩
』
（
筑
摩
叢
書
一
一
九
、
一
九
六
人
二
一
）
 
 

●
二
一
八
頁
「
艦
船
は
東
条
と
珠
数
だ
ま
の
よ
う
に
う
い
て
い
る
。
」
 
 

「
珠
数
」
は
数
珠
の
誤
植
。
念
の
た
め
に
原
本
で
あ
る
『
雨
域
戦
乱
 
 
 

詳
解
』
 
（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
五
）
 
を
見
た
ら
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
 
 
 

に
は
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
表
記
は
同
じ
だ
っ
た
。
誤
植
も
踏
襲
さ
れ
 
 
 

て
し
ま
っ
た
の
だ
。
ち
な
み
に
、
出
久
根
達
郎
『
本
箱
の
隅
』
 
（
リ
ブ
 
 
 

リ
オ
出
版
、
一
九
九
九
二
）
 
の
二
八
頁
に
は
、
「
千
歳
通
り
は
車
が
 
 
 

数
珠
（
じ
ゅ
ず
・
こ
の
漢
字
を
書
く
時
、
い
つ
も
上
下
を
間
違
え
て
し
 
 
 

ま
う
）
の
如
く
つ
な
が
り
、
…
…
」
と
言
う
。
確
か
に
「
珠
数
」
を
音
 
 
 

読
み
す
れ
ば
「
シ
ュ
ス
ウ
」
で
、
ジ
ュ
ズ
に
近
い
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
 
 
 

書
い
て
し
ま
い
そ
う
だ
。
 
 

⑪
「
ス
ル
メ
イ
カ
」
（
「
毎
日
新
聞
」
一
九
九
九
・
八
・
三
朝
刊
「
生
活
・
 
 
 

家
庭
欄
」
）
 
 

●
「
イ
カ
は
烏
賊
と
書
く
が
、
こ
れ
は
中
国
の
古
書
『
蘭
越
志
』
か
ら
の
 
 
 

出
典
。
」
 
 

「
…
…
か
ら
の
出
典
」
は
お
か
し
い
。
「
…
…
が
出
典
で
あ
る
」
、
ま
 
 
 

た
は
、
「
こ
の
出
典
は
…
…
で
み
る
」
と
言
っ
た
方
が
い
い
。
『
漢
語
大
 
 
 

詞
典
』
を
見
る
と
、
『
初
学
記
』
に
引
く
沈
懐
遠
『
商
連
志
』
を
出
典
 
 
 

と
し
て
引
い
て
あ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
（
『
初
学
記
』
中
華
書
局
、
 
 

一
九
六
二
二
に
拠
る
）
。
「
蘭
越
記
〔
志
〕
日
、
烏
賊
魚
、
一
名
河
伯
 
 
 

度
事
小
史
、
常
自
浄
水
上
、
鳥
見
以
為
死
、
使
徒
啄
之
、
乃
巻
取
鳥
、
 
 
 

故
謂
之
烏
賊
。
」
 
（
南
越
記
〔
志
〕
 
に
日
う
、
烏
賊
魚
、
一
名
は
河
伯
度
 
 
 

事
小
史
、
常
に
自
ら
水
上
に
浮
か
ぶ
、
鳥
見
て
以
て
死
せ
り
と
為
し
、
 
 
 

便
ち
往
き
て
之
を
啄
ば
ま
ん
と
す
る
に
、
乃
ち
巻
き
て
烏
を
取
る
、
故
 
 
 

に
之
を
烏
賊
と
請
う
と
。
）
賢
い
イ
カ
は
」
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て
烏
を
 
 
 

餌
食
に
し
て
い
た
わ
け
だ
。
ノ
た
だ
し
、
現
代
中
国
語
で
は
、
普
通
は
墨
 
 
 

魚
と
一
宇
っ
ら
し
い
。
 
 

⑲
「
〝
押
し
花
王
″
南
の
島
決
戦
」
（
T
V
h
、
一
九
九
九
・
八
・
一
二
夜
 
 
 

入
時
か
ら
）
 
 

●
「
A
さ
ん
が
ダ
ン
ト
ツ
の
ト
ッ
プ
。
」
 
 

ナ
レ
ー
タ
ー
の
説
明
。
ダ
ン
ト
ツ
は
断
然
ト
ッ
プ
の
略
だ
か
ら
、
こ
 
 
 

れ
は
お
か
し
い
。
N
H
K
ラ
ジ
オ
の
野
球
中
継
で
も
「
キ
す
ツ
チ
ャ
ー
 
 
 

が
大
き
く
後
ろ
に
後
逸
」
な
ど
と
や
っ
て
い
た
．
。
 
 

⑲
「
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
（
N
H
K
ラ
ジ
オ
、
一
九
九
九
・
八
）
 
 

●
「
こ
れ
か
ら
も
自
分
の
ス
ピ
ー
ド
に
過
信
せ
ず
、
安
全
運
転
に
励
ん
で
 
 
 

く
だ
さ
い
。
」
 
 
 

北
島
三
郎
な
ど
、
北
海
道
出
身
の
芸
能
人
を
起
用
し
て
、
交
通
安
全
 
 
 

を
呼
び
か
け
る
数
分
の
番
組
。
し
ば
ら
く
前
か
ら
続
い
て
い
る
よ
う
だ
。
 
 
 

こ
れ
は
元
ス
キ
ト
選
手
の
川
端
絵
美
が
ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
を
戒
め
 
 
 

る
も
の
。
「
ス
ピ
ー
ド
に
過
信
す
る
」
と
は
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
 
 
 

わ
か
ら
な
い
。
「
過
信
」
は
、
「
信
じ
す
ぎ
る
」
の
意
だ
か
ら
、
「
自
分
 
 
 

の
ス
ピ
ー
ド
感
覚
（
ま
た
は
運
転
技
術
？
）
を
過
信
す
る
な
」
と
い
う
 
 
 

の
な
ら
ば
わ
か
る
の
だ
が
。
 
 

⑯
紀
田
順
一
郎
『
第
三
閲
覧
室
』
（
新
潮
社
、
一
九
九
九
・
七
）
 
 

●
一
三
八
頁
「
琢
木
」
 
 
 

九
一
年
の
『
魔
術
的
な
急
斜
面
』
以
来
、
久
々
の
古
書
ミ
ス
テ
リ
ー
。
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装
帳
も
凝
っ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
誤
植
が
あ
る
の
は
い
た
だ
 
 
 

け
な
い
。
二
四
三
頁
「
痛
く
」
は
、
漢
字
で
表
記
す
る
な
ら
「
甚
く
」
 
 
 

だ
ろ
う
し
、
二
六
四
貫
の
紙
博
士
の
せ
り
ふ
「
凝
っ
て
は
思
案
に
能
わ
 
 
 

ず
」
は
、
文
法
的
に
も
お
か
し
い
う
え
に
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
意
 
 
 

味
不
明
。
と
い
う
わ
け
で
、
や
や
興
を
削
が
れ
た
。
 
 

⑮
青
木
正
美
吉
本
探
偵
覚
え
書
』
（
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
・
九
）
 
 

●
一
八
六
！
一
入
七
貫
「
映
画
館
と
う
い
の
が
分
か
る
…
…
」
 
 
 

こ
れ
は
、
二
六
六
頁
「
隣
に
越
し
て
来
の
が
大
学
生
兄
妹
で
…
…
」
 
 
 

と
同
じ
く
誤
植
。
そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
本
だ
け
で
は
な
い
が
、
書
名
 
 
 

の
「
覚
え
書
」
は
、
「
覚
え
書
き
」
か
「
覚
書
」
で
は
な
い
か
と
気
に
な
っ
 
 
 

て
し
ま
う
。
 
 

⑲
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
の
貼
り
紙
（
「
サ
ッ
ポ
ロ
さ
と
ら
ん
ど
」
、
一
 
 
 

九
九
九
・
九
）
 
 

●
「
文
庫
本
3
0
円
単
庫
本
5
0
円
」
 
 
 

敬
老
の
日
に
、
好
天
だ
っ
た
の
で
出
か
け
て
み
た
。
娘
は
「
サ
ザ
エ
 
 
 

㌢
ん
う
ち
あ
け
話
」
を
百
円
で
購
入
し
て
、
ニ
コ
ニ
コ
顔
。
誰
か
の
エ
ッ
 
 
 

セ
ー
に
単
行
本
の
意
味
を
知
ら
な
い
若
者
が
増
え
て
き
た
、
と
善
か
れ
 
 
 

て
い
た
が
、
さ
も
あ
り
な
ん
。
 
 

⑰
高
村
薫
「
父
が
来
た
道
」
（
『
地
を
這
う
虫
』
所
収
、
一
九
九
九
・
五
）
 
 

●
一
六
一
貫
「
上
か
ら
の
無
下
な
圧
力
で
改
ざ
ん
を
強
い
ら
れ
た
…
…
」
 
 

『
辞
林
㌘
に
は
、
「
む
げ
に
【
無
下
に
】
や
た
ら
に
。
む
や
み
に
。
 
 
 

す
げ
な
く
。
「
－
断
れ
な
い
」
」
と
あ
る
が
、
ど
れ
に
も
該
当
し
そ
う
も
 
 
 

な
い
。
こ
こ
は
、
不
当
な
、
強
圧
的
な
な
ど
と
す
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
 
 
 

彼
女
の
推
理
小
説
は
た
ま
に
読
む
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
言
い
回
し
が
 
 
 

時
に
目
に
つ
く
。
一
八
三
頁
「
手
帳
の
方
を
返
す
が
え
す
め
く
り
始
め
 
 
 

た
。
」
の
「
返
す
が
え
す
」
の
用
法
も
違
和
感
あ
り
。
 
 

⑲
1
土
曜
は
い
い
じ
ゃ
ん
」
（
H
B
 

夕
刻
）
 
 

●
「
有
名
人
も
ゴ
ヨ
ウ
タ
ツ
の
店
」
 
 
 

当
別
町
の
N
ラ
ー
メ
ン
店
が
札
幌
市
内
に
も
進
出
し
た
こ
と
を
知
ら
 
 
 

せ
る
レ
ポ
ー
タ
ー
の
言
葉
。
ご
用
を
足
す
の
だ
か
ら
、
ゴ
ヨ
ウ
タ
シ
で
 
 
 

あ
っ
て
、
ゴ
ヨ
ウ
タ
ツ
は
誤
用
だ
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
小
生
の
 
 
 

ワ
ー
プ
ロ
で
も
ご
よ
う
た
つ
と
入
力
す
る
と
御
用
達
と
変
換
さ
れ
る
 
 
 

し
、
『
辞
林
㌘
に
も
〔
「
ご
よ
う
た
つ
」
「
ご
よ
う
だ
ち
」
と
も
〕
と
 
 
 

あ
る
で
は
な
い
か
。
思
い
違
い
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

⑲
八
木
福
次
郎
「
『
社
会
萬
般
番
附
大
集
』
と
近
藤
蕉
雨
の
こ
と
」
（
岩
 
 
 

本
屋
の
回
想
』
東
京
堂
出
版
、
一
九
九
四
・
七
）
 
 

●
一
五
二
頁
「
当
然
話
は
′
『
風
俗
画
報
』
を
中
心
に
展
開
し
、
『
岡
本
綺
 
 
 

堂
日
記
』
を
編
集
さ
れ
た
岡
本
氏
は
、
そ
の
日
記
の
な
か
に
近
藤
蕪
雨
 
 
 

と
い
う
人
が
出
て
く
る
こ
と
が
話
題
に
な
っ
た
。
」
 
 

主
語
と
述
語
が
対
応
し
な
い
。
「
増
加
続
け
る
古
書
目
録
」
の
一
大
 
 
 

六
貫
「
今
ま
で
店
売
り
だ
け
で
通
膚
販
売
を
や
っ
て
い
な
か
っ
た
店
が
、
 
 
 

こ
う
し
た
風
潮
に
刺
激
さ
れ
て
目
録
を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
店
も
あ
 
 
 

る
。
」
も
、
「
店
が
」
「
店
も
」
と
重
複
し
て
目
障
り
。
前
に
も
引
い
た
が
、
 
 
 

著
者
は
長
年
に
わ
た
っ
て
「
日
本
古
書
通
信
」
の
編
集
に
携
わ
っ
て
き
 
 
 

た
人
。
永
井
荷
風
、
小
金
井
喜
美
子
（
鴎
外
の
妹
）
ら
の
思
い
出
話
や
、
 
 
 

札
幌
・
小
棒
の
古
書
店
の
詰
も
あ
っ
て
楽
し
い
の
だ
が
、
こ
う
い
う
文
 
 
 

章
が
頻
出
す
る
。
三
〇
七
頁
「
心
気
一
転
」
は
心
機
一
転
。
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⑳
B
S
ニ
ュ
ー
ス
（
B
S
7
、
一
九
九
九
・
九
・
一
二
午
後
一
二
時
五
〇
 
 
 

分
か
ら
）
 
 

●
「
、
（
台
湾
の
南
投
県
で
は
）
山
崩
れ
で
橋
が
寸
断
さ
れ
る
な
ど
、
交
通
 
 
 

網
に
も
大
き
な
被
害
が
出
て
い
る
。
」
 
 
 

「
寸
断
」
は
、
「
細
か
に
断
ち
切
る
こ
と
。
ず
た
ず
た
に
す
る
こ
と
。
」
 
 
 

だ
か
ら
、
一
本
に
つ
な
が
っ
て
い
る
長
い
も
の
、
例
え
ば
道
路
、
鉄
道
 
 
 

な
ど
に
言
う
の
な
ら
わ
か
る
。
そ
れ
を
橋
に
言
う
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
 
 
 

は
か
な
り
長
い
一
本
の
橋
が
あ
ち
こ
ち
で
断
た
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

㊧
開
高
道
子
「
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
眩
く
」
（
『
父
開
高
健
か
ら
学
ん
だ
こ
と
』
 
 
 

文
芸
春
秋
、
一
九
九
四
・
一
二
）
 
 

●
三
七
貫
「
無
我
無
中
で
先
へ
さ
き
へ
と
歩
い
て
い
る
う
ち
に
、
…
…
」
 
 
 

こ
れ
は
「
無
我
夢
中
」
。
そ
れ
に
し
て
も
タ
イ
ト
ル
の
「
眩
く
」
は
 
 
 

何
と
読
む
の
だ
ろ
う
。
「
ま
ば
ゆ
く
」
？
「
く
る
め
く
」
？
た
だ
、
彼
 
 
 

女
の
自
然
描
写
は
ほ
れ
ぼ
れ
と
す
る
ほ
ど
美
し
い
。
 
 

⑳
平
井
徹
「
咳
下
か
ら
鳥
江
へ
」
（
「
新
し
い
漢
字
漢
文
教
育
」
第
二
七
号
、
 
 

一
九
九
八
・
一
一
）
 
 

●
一
〇
五
頁
「
盟
友
桑
原
武
夫
氏
が
同
じ
タ
イ
ト
ル
で
吉
川
氏
に
反
駁
を
 
 
 

試
み
て
お
り
、
最
も
な
論
を
展
開
し
て
い
る
。
」
 
 
 

注
（
4
）
の
文
章
。
こ
の
「
最
も
」
は
、
文
意
か
ら
し
て
「
道
理
に
合
っ
 
 
 

て
い
る
こ
と
。
当
然
で
あ
る
こ
と
。
」
（
¶
辞
林
㌘
）
の
意
味
だ
ろ
う
か
ら
、
 
 

漢
字
で
書
く
の
な
ら
ば
、
「
尤
も
」
で
な
く
て
は
。
た
だ
し
当
然
、
1
最
」
 
 
 

に
最
高
に
す
ぐ
れ
た
も
の
と
い
う
意
味
は
あ
る
。
「
七
言
絶
、
以
太
白
・
 
 

江
寧
為
最
。
」
（
七
言
絶
は
、
太
白
・
江
寧
〔
王
昌
齢
〕
を
以
て
最
と
為
す
。
）
 
 
 

の
よ
う
に
（
『
詩
薮
』
内
編
巻
六
）
。
し
か
し
こ
の
場
合
で
も
サ
イ
で
あ
っ
 
 
 

て
、
も
っ
と
も
と
は
読
ま
な
い
。
 
 

⑳
細
野
不
二
彦
『
ギ
ャ
ラ
リ
ー
フ
ェ
イ
ク
㌘
（
小
学
館
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
 
 
 

ク
ス
、
一
九
九
九
・
一
〇
）
 
 

●
二
二
〇
頁
「
根
付
は
酒
脱
と
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
日
本
独
得
の
工
芸
品
 
 
 

で
あ
る
。
」
 
 

酒
落
を
酒
落
、
酒
脱
を
酒
脱
と
や
る
。
よ
く
あ
る
ミ
ス
。
 
 

⑳
「
金
八
先
生
三
年
B
組
」
（
H
B
C
テ
レ
ビ
、
一
九
九
九
二
〇
・
一
 
 
 

四
夜
九
時
か
ら
）
 
 

●
「
瓜
田
に
沓
を
直
さ
ず
」
 
 
 

金
八
先
生
が
B
組
の
生
徒
た
ち
に
語
り
か
け
た
言
葉
。
「
李
下
に
冠
 
 
 

を
正
ぎ
ず
」
に
続
い
て
こ
の
よ
う
に
亭
っ
。
せ
り
ふ
だ
け
で
は
視
聴
者
 
 
 

に
わ
か
り
に
く
い
と
思
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
、
こ
の
部
分
は
縦
書
き
の
テ
 
 
 

ロ
ッ
プ
で
表
示
さ
れ
た
。
「
瓜
田
で
」
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
意
味
 
 
 

が
通
じ
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
「
瓜
田
に
履
を
納
れ
ず
」
と
し
て
ほ
し
 
 
 

か
っ
た
。
出
典
は
劉
向
『
列
女
伝
』
巻
六
弁
通
伝
、
斉
威
虞
姫
の
粂
の
「
瓜
 
 
 

田
を
経
て
履
を
掻
か
ず
、
李
園
を
過
ぎ
て
冠
を
正
さ
ず
。
」
。
古
楽
府
「
君
 
 
 

子
行
」
に
も
似
た
句
が
見
え
る
。
翌
日
の
講
義
の
時
に
こ
の
番
組
を
見
 
 
 

た
か
と
聞
く
と
、
丁
二
年
生
対
象
の
講
義
で
も
三
・
四
年
生
対
象
の
 
 
 

講
義
で
も
見
た
者
は
三
・
四
人
し
か
お
ら
ず
、
ビ
デ
オ
に
と
っ
た
者
が
 
 

一
人
だ
っ
た
。
教
育
系
大
学
の
学
生
た
ち
の
関
心
も
こ
の
程
度
な
の
だ
。
 
 
 

「
瓜
田
に
…
…
」
と
対
に
な
る
言
葉
、
「
李
下
に
…
…
」
を
知
っ
て
い
 
 
 

る
か
と
尋
ね
た
ら
、
う
ろ
覚
え
の
三
年
生
が
一
人
い
た
の
み
。
 
 

⑳
姉
小
路
祐
『
死
の
逆
転
⊥
兄
都
が
危
な
い
』
（
角
川
文
庫
、
一
九
九
三
・
 
 

一
二
）
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●
四
三
貫
「
土
地
転
が
し
っ
て
、
濡
れ
手
に
泡
の
儲
け
ね
」
 
 
 

女
房
殿
が
読
ん
で
い
て
発
見
。
正
し
く
は
「
濡
れ
手
で
粟
」
。
意
味
 

を
考
え
ず
に
書
く
と
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
こ
れ
も
バ
 
 
 

ブ
ル
人
泡
＝
泡
沫
的
な
投
機
的
現
象
）
経
済
崩
壊
の
余
波
か
。
 
 

⑳
細
野
不
二
彦
言
L
O
W
 
U
P
－
・
』
巻
二
（
小
学
館
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
 
 
 

ク
ス
、
一
九
八
九
・
一
l
一
）
 
 

●
八
八
貫
「
ち
、
ち
ょ
っ
と
そ
れ
は
か
ん
べ
ん
〓
‥
」
 
 
 

細
野
作
品
に
時
お
り
見
ら
れ
る
表
記
。
会
話
で
は
「
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
」
 
 
 

と
言
う
の
が
普
通
だ
ろ
う
。
 
 

■
一
四
八
頁
「
い
ま
だ
未
定
」
 

「
い
ま
だ
未
だ
定
ま
ら
ず
」
と
な
っ
て
し
ま
う
が
、
会
話
で
は
よ
く
 
 
 

あ
る
こ
と
か
。
 
 

⑳
大
木
康
1
進
士
及
第
ま
で
」
（
月
刊
「
し
に
か
」
大
修
館
書
店
、
一
九
 
 
 

九
九
・
九
）
 
 

●
≡
頁
1
〔
進
士
〕
題
名
碑
の
碑
面
は
損
傷
が
ひ
ど
く
、
昨
今
の
所
詮
 
 
 

酸
性
雨
の
た
め
に
劣
化
は
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
る
…
…
」
 
 

こ
の
「
所
詮
」
が
わ
か
ら
な
い
。
「
所
謂
」
の
誤
植
か
。
 
 

⑳
1
枯
葉
」
（
鶴
ケ
谷
真
一
畜
を
読
ん
で
羊
を
失
う
』
白
水
社
、
一
九
 
 
 

九
九
・
一
〇
）
 
 

●
一
二
頁
1
丹
念
に
木
の
葉
を
本
の
間
に
さ
し
は
さ
ん
で
い
た
、
さ
も
克
 
 
 

明
そ
う
な
人
物
に
た
い
し
て
、
…
…
」
 
 
 

伊
藤
仁
斎
室
子
間
』
に
、
二
・
三
丁
ご
と
に
木
の
葉
が
挟
ま
れ
て
 
 
 

い
た
の
を
1
い
と
わ
し
い
」
も
の
に
思
っ
て
、
窓
か
ら
投
げ
棄
て
た
の
が
、
 
 
 

荷
風
の
随
筆
『
冬
の
蝿
レ
．
所
収
の
「
枯
葉
の
記
」
を
読
ん
で
、
銀
杏
や
 
 

朝
顔
の
葉
は
紙
魚
を
防
ぐ
た
め
だ
と
知
っ
た
、
と
い
う
の
が
大
意
で
あ
 
 

る
。
し
か
し
、
人
物
に
つ
い
て
点
明
な
ど
と
育
っ
の
だ
ろ
う
か
。
盛
 
 

林
2
1
』
に
は
、
↓
こ
ま
か
く
、
く
わ
し
い
さ
ま
。
丹
念
。
」
と
あ
る
。
美
 
 

浜
和
辞
典
』
に
は
「
①
十
分
に
明
ら
か
に
す
る
。
又
、
十
分
に
明
ら
か
 
 
 

な
こ
と
②
よ
く
君
た
る
道
を
尽
く
す
。
」
と
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
出
典
 
 
 

と
し
て
『
書
経
』
を
引
く
。
虞
語
大
詞
典
』
は
、
こ
の
①
を
細
分
し
 
 
 

て
1
①
克
明
、
能
明
。
後
亦
用
作
歌
後
語
、
謂
任
用
賢
能
之
．
士
。
②
能
 
 

察
是
非
。
」
と
亭
っ
。
歴
と
し
た
漢
語
な
の
だ
。
や
は
り
、
人
の
性
格
 
 
 

を
克
明
と
い
う
の
は
不
自
然
な
の
だ
。
 
 

⑳
出
久
根
達
郎
居
合
せ
ま
ん
ま
る
』
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
九
・
 
 

一
一
）
 
 

●
二
〇
頁
「
こ
れ
で
は
不
親
切
き
わ
ま
る
。
」
 
 
 

「
き
わ
ま
る
」
も
「
き
わ
ま
り
な
い
」
も
、
両
方
と
も
青
い
そ
う
だ
が
、
 
 
 

前
者
は
動
詞
、
後
者
は
形
容
詞
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
は
て
、
ど
ち
ら
 
 
 

が
正
し
い
の
だ
ろ
う
。
「
感
極
ま
る
」
と
は
亭
っ
が
、
「
感
極
ま
り
な
い
」
 
 
 

と
は
言
わ
な
い
。
「
危
険
極
ま
る
」
「
危
険
極
ま
り
な
い
」
は
、
両
方
と
 
 
 

も
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
「
不
親
切
」
「
危
険
」
は
こ
の
場
合
は
形
容
 
 
 

動
詞
で
、
ど
ち
ら
も
「
極
ま
り
な
い
」
と
続
い
た
ほ
う
が
自
然
な
言
い
 
 
 

方
に
感
じ
ら
れ
る
の
だ
が
。
 
 

●
三
℃
頁
「
こ
の
世
に
生
を
受
け
て
以
来
、
…
…
ま
さ
か
自
分
の
存
生
中
 
 
 

こ
…
…
」
 
l
 
 

「
享
け
て
」
「
生
存
中
（
在
生
中
？
）
」
だ
ろ
う
。
こ
の
著
者
の
本
は
 
 
 

古
書
店
で
定
価
以
下
で
売
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
買
わ
な
い
こ
と
に
し
て
 
 
 

い
た
の
に
、
い
わ
ゆ
る
新
古
書
店
に
ま
つ
わ
る
エ
ッ
セ
ー
も
載
っ
て
い
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た
の
で
、
つ
い
買
っ
て
し
ま
っ
た
。
す
る
と
案
の
定
、
他
の
自
著
の
1
あ
 
 
 

と
が
き
L
が
五
篇
も
収
め
ら
れ
て
い
て
、
ま
た
損
を
し
た
気
分
に
な
っ
 
 
 

て
し
ま
っ
た
。
迂
閥
だ
っ
た
。
 
 

⑳
「
敦
貞
養
成
審
の
答
申
要
旨
」
（
「
毎
日
新
聞
」
夕
刊
、
完
九
九
・
三
・
 
 
 

一
〇
）
 
 

●
「
現
職
敦
貞
を
大
学
の
教
員
と
し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
 
 
 

能
と
な
る
よ
う
人
事
交
流
の
あ
り
方
や
、
大
学
数
貞
を
学
校
の
非
常
勤
 
 
 

講
師
と
し
て
活
用
す
る
。
」
 
 

「
大
学
と
教
育
委
員
会
な
ど
と
の
連
携
方
策
の
充
実
」
の
項
の
1
具
 
 
 

体
的
方
策
」
を
述
べ
た
②
の
部
分
の
要
旨
。
こ
れ
で
は
1
人
事
交
流
の
 
 
 

ぁ
り
方
」
を
「
活
用
す
る
」
と
な
っ
て
、
ま
．
っ
た
く
意
味
が
通
じ
な
い
。
 
 
 

推
蔽
を
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
 
 

㊧
1
ま
と
め
買
い
し
て
、
食
わ
ず
に
残
し
、
あ
と
で
捨
て
れ
ば
、
ケ
チ
す
 
 
 

た
る
」
（
お
め
で
た
文
芸
「
お
り
こ
み
ど
ど
い
つ
」
N
H
K
ラ
ジ
オ
、
 
 
 

二
〇
〇
〇
・
丁
二
、
夜
七
時
半
こ
ろ
）
 
 

●
「
…
…
ケ
チ
の
風
下
に
も
お
け
な
い
、
」
 
 
 

聴
取
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
「
ま
く
あ
け
」
の
四
字
を
詠
み
こ
ん
だ
、
 
 
 

は
じ
め
に
引
い
た
都
々
逸
を
選
ん
で
読
み
あ
げ
た
ゲ
ス
ト
が
言
っ
た
言
 
 
 

葉
。
「
風
上
に
も
お
け
ぬ
L
な
ら
ば
知
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
い
っ
た
 
 
 

い
何
を
言
い
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
 
 

㊨
「
卒
業
論
文
」
中
の
誤
字
の
一
例
（
二
〇
〇
〇
二
）
 
 

●
「
通
加
」
「
欠
け
離
れ
た
」
「
慢
遊
」
「
覚
後
」
「
幣
害
」
1
実
積
」
「
追
い
 
 
 

遣
る
」
「
移
り
適
わ
る
」
「
発
輝
す
る
」
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
、
「
通
過
」
「
懸
け
離
れ
た
」
1
漫
遊
」
1
覚
悟
」
1
弊
害
」
「
実
 
 
 

績
」
「
追
い
遣
る
」
「
移
り
変
わ
る
」
「
発
揮
す
る
」
の
誤
り
。
卒
業
論
 
 
 

文
が
薄
く
な
っ
た
こ
と
も
さ
り
な
が
ら
、
誤
字
が
日
立
つ
よ
う
に
な
っ
 
 
 

た
こ
と
も
件
の
如
し
。
こ
れ
は
ほ
ん
の
一
例
。
 
 

⑳
S
大
学
「
漢
文
学
Ⅱ
」
レ
ポ
ー
ト
誤
字
の
一
例
（
二
〇
〇
〇
二
）
 
 

●
「
有
明
な
」
「
点
々
と
す
る
」
「
飢
え
と
乾
き
」
「
苦
脳
」
1
功
穂
」
1
在
存
L
 
 
 

「
有
秀
」
「
酒
好
き
」
「
墳
偶
」
「
操
り
返
し
」
 
 
 

「
酒
落
」
を
「
酒
落
」
と
書
く
例
は
し
ば
し
ば
見
た
が
、
「
酒
」
を
1
酒
」
 
 
 

と
書
く
の
は
初
め
て
見
た
。
 
 

㊧
南
雲
智
「
『
老
漫
画
』
－
そ
の
刊
行
の
意
味
（
下
）
」
（
1
東
方
」
二
二
八
、
 
 
 

二
〇
〇
〇
・
こ
 
 

●
「
彼
の
才
能
を
見
い
出
だ
し
た
の
は
、
こ
の
私
だ
か
ら
ね
」
 
 
 

恥
多
き
こ
と
に
、
小
生
も
以
前
は
「
見
い
出
す
」
と
書
い
た
。
こ
れ
 
 
 

で
は
「
み
い
い
だ
す
」
と
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
「
い
」
は
不
要
と
教
 
 
 

ぇ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
数
年
前
に
退
官
さ
れ
た
K
先
生
で
あ
る
。
こ
 
 
 

の
「
見
い
出
だ
し
た
」
は
、
な
ん
と
読
む
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
『
辞
 
 
 

林
㌘
は
「
見
出
だ
す
」
、
別
の
国
語
辞
典
は
1
見
出
す
」
と
な
っ
て
 
 
 

い
て
見
出
し
の
た
て
方
が
違
う
。
「
出
す
」
で
は
1
だ
す
」
と
読
ま
れ
 
 
 

る
の
で
、
「
出
だ
す
」
と
表
記
す
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
だ
ろ
う
か
。
 
 

⑮
青
木
玉
『
帰
り
た
か
っ
た
家
』
（
講
談
社
文
庫
、
二
〇
〇
〇
・
二
）
 
 

●
－
二
頁
「
父
方
の
祖
母
は
…
…
阿
弥
陀
さ
ま
に
殊
数
を
た
よ
り
に
お
す
 
 
 

が
り
し
た
。
」
 
 
 

こ
れ
も
「
数
珠
」
が
転
倒
し
て
い
る
例
。
 
 

⑳
「
山
村
美
紗
サ
ス
ペ
ン
ス
・
検
視
官
江
夏
冬
子
⑤
」
（
H
B
C
テ
レ
ビ
、
 
 
 

二
〇
〇
〇
二
ニ
・
六
夜
）
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●
「
雌
雛
が
朱
に
染
ま
る
時
、
天
諌
が
下
る
」
 
 
 

「
京
都
慕
い
雛
殺
人
事
傭
」
と
い
う
、
い
か
に
も
作
り
話
め
い
た
事
 
 
 

件
で
、
「
検
視
官
」
と
い
う
偉
そ
う
な
女
性
に
届
い
た
バ
ラ
の
花
束
に
 
 
 

つ
い
て
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
こ
れ
を
登
場
人
物
が
例
外
な
く
「
し
ゆ
に
 
 
 

そ
ま
る
」
七
読
む
。
予
告
ど
お
り
に
殺
人
事
件
が
起
こ
り
、
そ
ば
に
置
 
 
 

か
れ
た
雌
雛
の
頬
に
は
血
が
塗
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
あ
け
に
そ
ま
 
 
 

る
」
と
読
む
の
だ
。
「
朱
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
」
か
ら
の
連
想
か
。
 
 

㊨
「
党
首
直
接
討
論
」
（
N
H
K
ラ
ジ
オ
、
二
〇
〇
〇
・
三
・
八
午
後
）
 
 

●
「
カ
ヲ
テ
ン
ジ
テ
フ
ク
ト
ナ
ス
」
 
 
 

党
首
討
論
は
、
ク
エ
ッ
シ
ョ
ン
・
タ
イ
ム
と
言
う
ら
し
い
。
小
淵
首
 
 
 

相
は
「
禍
」
を
わ
ざ
わ
い
と
読
ま
ず
に
音
読
み
し
た
の
だ
。
 
 

⑳
「
会
議
資
料
」
（
二
〇
〇
〇
二
二
）
 
 

●
「
張
欄
」
（
チ
ョ
ウ
ウ
）
 
 
 

中
国
の
留
学
生
（
同
姓
同
名
の
プ
ロ
棋
士
が
い
る
）
の
姓
名
。
こ
れ
 
 
 

に
「
チ
ョ
ウ
ウ
」
と
ル
ビ
が
振
っ
て
あ
っ
た
。
本
人
が
そ
の
よ
う
に
称
 
 
 

し
て
い
る
ら
し
い
。
棉
は
単
独
で
は
く
ぬ
ぎ
の
木
の
意
味
だ
が
、
『
荘
子
』
 
 
 

斉
物
論
篇
に
、
「
荘
周
、
夢
に
胡
蝶
と
為
る
。
欄
相
然
と
し
て
胡
蝶
な
り
。
」
 
 
 

と
あ
る
の
で
馴
染
み
深
い
文
字
だ
。
欄
に
は
ク
以
外
の
読
み
は
な
い
の
 
 
 

だ
が
、
婁
だ
け
読
め
ば
り
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
慣
用
音
が
成
立
 
 
 

し
て
い
く
の
か
と
思
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
ま
た
、
B
S
1
1
（
二
〇
〇
〇
・
 
 
 

四
・
一
五
午
前
）
の
「
囲
碁
・
将
棋
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
逐
見
て
い
た
ら
、
 
 
 

世
界
囲
碁
選
手
権
で
丙
廼
俸
選
手
が
彦
坂
九
段
を
破
っ
た
と
報
じ
て
い
 
 
 

た
。
こ
の
丙
廼
俸
を
「
ゼ
イ
ノ
イ
」
と
言
う
。
丙
を
正
し
く
読
め
る
の
 
 
 

な
ら
、
ど
う
し
て
廼
（
『
新
字
源
』
に
は
「
適
」
の
誤
字
と
あ
る
）
を
「
ダ
 
 
 

イ
（
漢
音
）
ナ
イ
（
呉
音
）
」
と
読
ま
な
い
の
か
。
当
人
が
日
本
語
音
 
 
 

を
知
ら
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
失
礼
な
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。
廼
を
 
 
 

ノ
と
読
む
の
は
、
曽
我
道
家
く
ら
い
の
も
の
か
。
 
 

⑳
「
女
流
王
将
・
1
9
の
春
」
（
N
H
K
テ
レ
ビ
、
二
〇
〇
〇
・
四
・
六
午
 
 
 

後
九
時
過
ぎ
）
 
 

●
「
万
物
生
光
輝
」
 
 
 

連
敗
の
あ
と
三
連
勝
し
て
十
人
歳
で
初
め
て
女
流
王
将
位
を
獲
得
し
 
 
 

た
将
棋
の
石
橋
幸
賭
さ
ん
が
、
母
校
の
小
平
養
護
学
校
を
訪
問
し
て
後
 
 
 

輩
た
ち
の
前
で
講
演
し
、
校
長
室
で
揮
毒
し
た
五
文
字
。
こ
れ
を
ナ
レ
ー
 
 
 

タ
ー
が
「
万
物
 
生
き
て
光
り
輝
く
」
と
読
む
。
こ
れ
は
古
楽
府
「
長
 
 
 

歌
行
」
（
『
文
選
』
巻
二
七
）
中
の
句
、
「
陽
春
布
徳
沢
、
万
物
生
光
呼
」
（
陽
 
 
 

春
 
徳
沢
を
布
き
、
万
物
 
光
曙
を
生
ず
）
に
基
づ
く
。
呼
と
輝
は
同
じ
。
 
 
 

「
暖
か
い
春
は
、
厚
い
恵
み
を
行
き
渡
ら
せ
る
の
で
、
生
き
と
し
生
け
 
 
 

る
も
の
す
べ
て
、
命
の
輝
き
を
あ
ふ
れ
さ
せ
て
い
る
。
」
（
全
釈
漢
文
大
 
 
 

系
『
文
選
』
集
英
社
、
一
九
七
四
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
ナ
レ
ー
タ
ー
 
 
 

の
読
み
で
は
、
「
生
き
と
し
生
き
る
も
の
が
生
き
て
…
…
」
と
な
っ
て
、
 
 
 

や
は
り
お
か
し
い
。
彼
女
は
障
害
や
病
気
を
抱
え
て
懸
命
に
頑
張
っ
て
 
 
 

い
る
後
輩
た
ち
に
、
輝
い
て
生
き
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
 
 
 

こ
の
句
を
選
ん
だ
の
だ
ろ
う
。
感
動
的
な
番
組
だ
っ
た
の
で
、
目
く
じ
 
 
 

ら
を
た
て
る
ほ
ど
の
こ
と
で
は
な
い
の
だ
が
。
 
 

⑳
「
あ
く
ぬ
き
ぬ
か
の
使
用
方
法
」
（
札
幌
市
西
区
N
食
品
産
業
㈱
）
 
 

●
「
た
っ
ぷ
り
め
の
お
湯
に
た
け
の
子
と
本
品
一
袋
を
入
れ
て
、
一
〇
～
 
 
 

一
五
分
湯
で
る
と
あ
く
ぬ
き
が
で
き
ま
す
。
」
 
 

雰
囲
気
は
出
て
い
る
が
、
「
茄
で
る
」
が
正
解
。
「
茄
」
に
は
、
野
菜
、
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※
蛇
足
（
其
の
一
）
 
 
 

札
幌
に
も
い
わ
ゆ
る
新
古
書
店
が
急
速
に
増
え
て
き
た
。
ブ
ッ
ク
●
 
 
 

ォ
フ
だ
け
で
は
な
く
、
古
本
市
場
や
、
ブ
ッ
ク
・
オ
フ
と
T
屋
が
提
携
 
 
 

し
た
ブ
ッ
ク
・
ワ
ン
、
さ
ち
に
は
ブ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
ま
で
も
が
登
 
 
 

場
し
た
（
二
〇
〇
一
年
三
月
に
厚
別
店
が
で
き
て
市
内
一
二
店
舗
に
 
 
 

な
っ
た
）
。
狸
小
路
の
H
書
房
の
、
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
期
間
 
 
 

は
畷
で
畷
で
死
に
そ
う
だ
っ
夫
と
ぼ
や
い
て
い
た
主
人
と
新
古
書
店
の
 
 
 

話
を
し
美
ら
、
一
万
円
の
絶
版
漫
画
を
新
古
書
店
の
首
円
コ
ー
ナ
ー
で
 
 
 

掘
り
出
し
た
な
ど
と
自
慢
す
る
客
が
増
え
た
と
も
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、
 
 
 

近
く
に
ブ
ッ
ク
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
で
き
た
白
石
区
の
S
古
書
は
、
そ
の
 
 
 

余
波
？
で
、
文
庫
本
全
点
百
円
セ
ー
ル
を
開
い
た
。
そ
ん
な
中
、
ブ
ッ
 
 
 

ク
セ
ン
タ
ー
Ⅰ
の
元
町
店
が
東
区
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
こ
こ
は
盲
円
 
 
 

コ
ー
ナ
ー
に
掘
出
物
が
あ
っ
て
あ
な
ど
れ
な
㌧
地
元
の
古
書
店
の
健
 
 
 

闘
を
祈
る
こ
と
切
な
る
も
の
が
あ
る
。
 
 

※
蛇
足
（
其
の
二
）
 
 
 

前
号
に
 

い
た
。
昨
年
十
月
、
東
京
で
開
か
れ
た
日
本
中
国
学
会
に
参
加
し
た
お
 
 

り
、
西
早
稲
田
の
古
書
店
街
を
廻
っ
た
と
こ
ろ
、
Ⅰ
書
店
の
書
棚
に
拙
 
 

著
が
あ
る
の
を
目
に
し
た
。
カ
バ
ー
な
し
で
、
四
千
八
百
円
也
。
ど
な
 
 
 

た
が
お
読
み
に
な
っ
た
か
、
ま
た
も
や
気
に
な
る
こ
と
で
は
あ
る
。
 
 

※
蛇
足
（
其
の
三
）
 
 
 

野
菜
を
食
べ
る
、
ゆ
で
た
野
菜
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
 
「
ゆ
 
 

で
る
」
の
意
味
で
用
い
る
の
は
我
が
国
だ
け
の
用
法
ら
し
い
。
 
 

前
号
で
、
「
山
積
み
」
と
い
う
言
葉
に
は
違
和
感
が
あ
る
と
書
い
た
。
 
 

そ
の
後
、
古
書
店
の
百
円
均
一
の
棚
で
見
つ
け
た
高
橋
義
孝
『
蝶
ネ
ク
 
 

タ
イ
と
オ
ム
レ
ツ
』
 
（
文
化
出
版
局
、
一
九
七
八
・
九
）
を
つ
れ
づ
れ
 
 

に
眺
め
て
い
た
ら
、
「
後
記
」
に
、
「
人
は
字
を
、
漢
字
を
、
漢
字
の
音
 
 

と
訓
を
知
ら
な
く
な
っ
た
。
と
く
に
湊
字
の
音
を
知
ら
な
く
な
っ
て
き
 
 

た
。
た
と
え
ば
近
頃
で
は
『
山
積
』
と
い
う
言
葉
を
訓
読
み
に
し
て
『
山
 
 

積
み
』
な
ど
と
言
う
よ
う
だ
が
、
『
山
積
』
は
『
さ
ん
せ
き
』
で
あ
っ
て
、
 
 

『
や
ま
づ
み
』
と
い
う
よ
う
に
訓
読
み
に
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
日
本
 
 

語
は
荒
廃
し
っ
つ
あ
る
。
」
と
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
同
憂
の
士
は
い
た
 
 

の
だ
。
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